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　昨今の登山ブームに加え、平成28年８月11日から国
民の祝日として「山の日」が制定されることから登山者
が増え山岳遭難事故の増加が懸念されます。山岳救助活
動は、特殊な環境下での活動となり、その困難性は大き
なものとなります。
　また、平成26年９月に発生した御嶽山噴火災害では、
標高3,000メートルという環境に加えて、噴火による二
次災害の危険性も高い中で、救助活動を余儀なくされま
した。
　山岳救助活動に関する技術は、現在のところ都市型救
助に比べ標準化されておらず、関係機関との連携活動に
おいても同様のことが言えます。
　これらのことを踏まえ、安全・確実な山岳救助活動が
実施できるように救助体制を確立するとともに、噴火と
いった特殊な状況において、救助部隊が安全・確実に活
動できることを目的として「御嶽山噴火災害を踏まえた
山岳救助活動の高度化等検討会」を発足し、７月28日
に第１回検討会を開催しました。

　検討会では、主に次の項目について検討を行います。
　・関係機関との連携活動要領
　・捜索・救助要領、資機材の活用方法
　・安全管理の視点と手法
　・噴火災害の特殊事項への対処

　・第１回　平成27年７月28日

　第１回検討会では、検討会の趣旨やスケジュール等に
ついて事務局から説明が行われた後、消防本部からの事
例報告と気象庁及び警察庁から御嶽山噴火災害の状況や
山岳遭難の概要の説明が行われ、問題点を洗い出し、今
後の検討方針等について審議が行われました。
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　・第２回　平成27年９月（予定）
　・第３回　平成27年11月（予定）
　・第４回　平成28年１月（予定）
　本検討会の検討結果は、平成27年度中に「御嶽山噴
火災害を踏まえた山岳救助活動の高度化等検討会報告
書」として取りまとめる予定です。


